
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国府宮駅周辺まちづくり構想について 

令和７年６月１４日 

稲沢市まちづくり部都市計画課 国府宮駅周辺整備推進室 
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Ⅰ 国府宮駅周辺再整備の位置付け 

稲沢市ステージアッププラン（平成３０年度～令和９年度） 稲沢市都市計画マスタープラン（令和２年度～令和１１年度） 

➢ 国府宮駅周辺再整備の目標：中心市街地としての都市機能を強化し、にぎわいを創出する 
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国府宮駅周辺まちづくり基本計画（平成３１年３月） 

国府宮駅周辺再開発基本計画（令和２年３月） 

長
期
ビ
ジ
ョ
ン 

短
期
ビ
ジ
ョ
ン 

コ
ン
セ
プ
ト 

基
本
方
針 

『大都市名古屋の近郊で、緑と歴史を身近に感じられるまち・国府宮』 

国府宮駅東西の市街地が一体となり、歩いて暮らしやすい、賑わいと活気が生まれる 

“まちなか生活中心地”づくり 

◎ 本市の玄関口である国府宮駅前において、居住の場の確保と魅力アップのために必要

な要素（生活サポート・質の向上）を備えたまちづくりを展開 

◎ 多くの人が集う国府宮駅前において、ふれあい・交流の場の確保を進めるとともに、

駅東西の市街地が一体となり、歩いてまちの魅力を楽しめるまちづくりを展開 

◎ 「公共交通利便性」の活用・充実、住む人が永く住み続けることができる・住み続け

たくなるような「安心・安全」の確保 

◎ まちへの誇りや愛着心を育む「まちの個性」づくり（地域固有の歴史や文化等を活か

したまちづくり）を展開 

◎駅西側は駅前広場の整備改善

駅東側は歴史まちづくりゾー

ンの玄関口づくりに配慮しな

がら、安全で快適な交通処理

空間を確保。 

◎駅西側の駅前広場の整備改善

にあたっては、安全で快適な

交通処理空間に加え、駅利用

者や国府宮神社参拝客を惹き

付けるため、交流・にぎわい

創出に寄与する空間を確保。 

◎西側街区では、市民・駅利用

者の日常生活を支える機能の

受け皿を確保。 

長期ビジョンのコンセプトや基本方針を念頭に、喫緊の課題の解決に向け、 

短期的に取り組むまちづくりの方針（駅西側の整備）を整理 

Ⅱ 検討の経緯 

令和４年度 

鉄道高架化の「費用便益分析」を実施 

鉄道高架化の「一時凍結」を決定 

 

新たな整備手法や区域設定を視野に

様々な角度から計画を見直すことに 

※鉄道範囲等を含めたまちづくり検討

 

名古屋鉄道株式会社に対し、国府宮駅

周辺まちづくりへの協力を依頼 
※鉄道高架化の影響範囲を考慮した、 

最低限の区域での再開発事業を検討 

・駅機能の改修検討 

・鉄道東西を繋ぐ歩行者ネット 

ワークの形成 

・駅東側の駅前広場整備及び国府宮 

へと繋がる観光まちづくり など 

駅周辺まちづくりの考え方 

「駅まち空間」のゾーニング 

短期ビジョンの見直し検討に着手 

新たな「まちづくり構想」 

見直しのポイント 

短期ビジョンの見直し検討（令和５年度～） 

令和３年度 令和５年度～ 
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Ⅲ 駅前まちづくりの考え方 （駅まち空間） 

■ 駅前まちづくりの考え方 

国土交通省「駅まちデザイン検討会」がとりまとめた「駅まちデザインの手引き」では、駅や

駅前広場と一体的に、周辺市街地との関係も踏まえ、必要な機能配置を検討することが期待

される空間を「駅まち空間」としている。 

■ 「駅まち空間」に求められる視点 

「駅まちデザインの手引き」では、駅まち空間の形成にあたっては、「利便性」「快適性」   

「安全性」「地域性」の４つの視点から、駅まちに対する利用者のニーズに対応することが必要と

している。 

出典：「駅まちデザインの手引き」 

出典：「駅まちデザインの手引き」 

【駅まち空間のデザインにおいて重視する事項】 【駅まち空間の範囲】 
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Ⅳ 課題の整理 ① （国府宮駅周辺再整備に関するアンケート結果） 

国府宮駅周辺の状況に対する重要度と満足度 

国府宮駅周辺が将来どのような街になると良いか 

今後力を入れるべき取組み 

31.3 

42.7 

10.0 

11.7 

28.6 

23.9 

61.1 

5.4 

28.9 

14.4 

30.7 

36.0 

3.7 

29.4 

23.1 

29.5 

10.7 

5.4 

22.8 

18.1 

4.7 

47.4 

48.5 

28.3 

25.7 

13.1 

36.3 

14.4 

12.0 

26.3 

9.8 

9.4 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80%

居住人口を増やすためマンション等の集合住宅の立地を促す

昼間の人口を増やすためオフィスビルや事業所の立地を促す

その他

商業施設の活性化のため、郊外の大型店等の立地を規制する

身近な日常品を扱うような商店街や商業施設の充実を図る

個性的な商品を販売するような魅力ある商店を増やす

飲食店、レストランなど皆が楽しく集えるようなお店を増やす

その他

朝市やフリーマーケットなどのイベントを出来るだけ多く開催する

歩行者用道路や広場に屋台やワゴンを配置し賑わいを高める

やる気のある人が商売を始めるのを支援するチャレンジ店舗を整備する

空き店舗や空き家を安心して貸し借りできるような制度を整える

その他

病院や診療所等の医療施設を充実する

高齢者福祉施設等の福祉施設を充実する

子育て支援施設等を充実する

図書コーナーなどの文化施設を充実する

市民のボランティア活動の支援施設等を充実する

市民が自由に利用することができる多目的ホールを整備する

市民サービスの窓口を整備する

その他

公共交通（鉄道・バス）の利用がしやすくなるよう駅前広場を改善する

自動車の利用がしやすくなるよう駅前広場を改善する

バリアフリー化など安全で快適な歩行環境を整える

駐車場を増やす

駐輪場を増やす

道路照明を増やし、夜間でも安心して歩ける街にする

多目的に活用できる広場等憩いの場を充実させる

駐車場や建物周りの緑を増やし、潤いに満ちたまちづくりを進める

国府宮神社等の歴史文化を活かした街のデザインや観光スポット整備を進める

公共交通の案内情報板を設置する

周辺の観光案内など地域情報を提供する情報板を設置する

その他

国府宮駅周辺の
人口増加について

国府宮駅周辺の
商業機能について

国府宮駅周辺の
イベント開催等
について

国府宮駅周辺の
生活環境整備について

国府宮駅周辺の
施設等の整備について

11.5 

15.9 
2.2 

1.0 

4.4 

12.5 

1.9 

3.2 

10.1 

1.5 

0.9 

20.7 

26.9 

4.7 

4.4 

16.3 

25.8 

13.8 

12.3 

27.3 

2.8 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80%

様々な世代の人が集まり、にぎわいのある街

お店や銀行などの生活利便施設が充実した街

住宅中心の静かで落ち着いた生活のできる街

マンションをはじめ都会的な建物が建ち並ぶ街

身近な生活基盤（生活道路や子どもの遊び場等）が整った街

バスなどの公共交通が利用しやすい街

緑や水辺空間のある潤いに満ちた街

文化や歴史等を活かした個性豊かな街

防災や防犯に優れた安全・安心な街

今のままでよい

その他

◎回答 それ以外の回答

 

平成２８年１２月に実施したアンケート結果から抜粋 

「国府宮駅周辺再整備」に求められていること 

＜ 交通空間の整備 ＞ 

・一般車、公共交通の利用がしやすくなるよう駅前広場を改善する 

・歩行者や自転車が安心、安全に通行できる道路空間の整備 など 

＜ 賑わいの創出 ＞ 

・飲食店など、皆が楽しく集える生活利便施設が充実したまち 

・昼間の人口を増やすための事務所等の立地誘導 など 

 
：最も考えに近いもの   ：それ以外で考えに近いもの （最大２つまで） 
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西 口 東 口 

送迎バスを待つ人々 

西口における問題点 

一般車、企業バス、スクールバスの利用

が混在している。 

乗降スペースが不足し、広場内外の車

道上での乗降が発生している。 

駅前広場入口付近に横断歩道があり、

自動車交通の滞留が発生している。 

歩行者・自動車共に通行量が多く、交通

事故が発生する危険もある。 

駅前広場出口付近では、右折交通と  

奥田線本線の交通との合流や、南側の 

信号交差点との距離が短いことによる

自動車交通の滞留が発生している。 

東口における問題点 

橋上改札口から東口へのルートが 

未開設のため、東側からの車イス等の 

アクセスが不便であり、バリアフリー 

水準の向上が必要。 

東口に駅前広場が無いため、西口に 

比べ、企業の送迎バスや一般乗降者の

交通利便性・安全性が劣る。 

地下自由通路 
地下改札口 

橋上駅舎 
橋上改札口 

Ⅳ 課題の整理 ② （現状の 「駅まち空間」 の問題点） 

朝の交通流動状況 

カフェや飲食店の立地が少なく、駅前

で滞在できる空間が乏しい。 

駅前のまちとしての問題点 

（魅力の不足） 

緑や照明等の修景施設が少なく、 

まちに潤いが乏しい。 
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連携軸 

飲食・観光産業の誘導 

 

【賑わい軸のまちづくり】 

国府宮駅と駅前広場を「核」 

奥田線を「軸」に、交通空間の 

拡充と、まちに賑わいを生み出

す交流拠点や歩行者空間の整備

を行う 

【歴史軸のまちづくり】 

神社・参道という歴史的・文化

的資源を活用した取り組みを通

して、まちに新たな賑わいを生

み出す 

【連携軸のまちづくり】 

東西のまちづくりによる人の

流れを連続させると共に、駅周

辺の観光交流人口を呼び込むた

め、飲食・観光産業の立地誘導等

を行う 

賑わい軸 

躍動 

歴史軸 

感動 
連携軸 

Ⅴ 国府宮駅周辺まちづくり構想 ① （駅周辺まちづくりの考え方） 

名古屋方面 

岐阜方面 

まちづくりの核となる 「駅まち空間」 の 

考え方 （ゾーニング） を整理 ≪次ページ≫ 

駅まち空間 

駅前広場整備 

駅前交流拠点整備 

市有地活用 

公的交流施設の建て替え 

まちなか居住の推進 

 

賑
わ
い
軸
（
奥
田
線
） 
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Ⅴ 国府宮駅周辺まちづくり構想 ② （ 「駅まち空間」 のゾーニング） 

「駅まち空間」 

駅
機
能
の
改
修
検
討 

民
間
事
業
者
に
よ
る 

土
地
活
用
等
の
促
進 

西
口
駅
前
広
場
整
備 

民
間
事
業
者
に
よ
る 

土
地
活
用
等
の
促
進 

歩行者ネットワーク 
東
口
駅
前 

広
場
整
備 

連携軸 

※ この構想は確定したものではなく、今後の調査・協議等により変更される可能性があります。 

☛ 今後は、権利者や関係機関と協議や調整を進め、整備イメージやスケジュー

ルを具体化し、段階的に整備を進めます。 

また、西口駅前広場整備を実現するため、既存のロータリーに隣接して 

いる商業ビルの用地取得に向けた取り組みを進めていきます。 

➢ 西口については、既存の駅前広場を拡大することで、交通空間を拡充し、

を生み出します。 

➢ 東口については、橋上改札への通路の新設と併せて、駅前広場を整備 
することで、バリアフリー水準を向上させると共に、駅へのアクセス利便性・

安全性を強化します。 

➢ 歩行者の安全・円滑な通行と利便性の増進を図るため、ゆとりある歩行空間

を確保すると共に、歩行者の滞留・賑わい空間の整備を検討します。 

➢ 奥田線を通行する歩行者と自動車・自転車の動線を立体的に分離する

「歩行者デッキ」を整備することで、安全性を確保します。 

➢ 東西のエリアを「歩行者デッキ」で繋ぎ、まちに一体感を生み出すと共に、駅
周辺のバリアフリー水準を向上させます。 

◆ 歩行者ネットワークの形成 

◆ 奥田線整備 （賑わい軸の形成） 

◆ 駅前広場整備 （西口／東口） 

➢ 民間事業者の取り組み意欲等も踏まえながら、公共施設整備と併せて、 

土地活用等の促進による賑わいの創出を図っていきます。 

◆ 民間事業者による取組の促進／駅機能の改修検討 

各ゾーンの考え方 

今後の取組方針 


